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1日目　4 月 22 日㈯
午前　9 時 40 分 開会式

10 時 00 分 オープニングパフォーマンス～三宅太鼓～（三宅太鼓東大和教室）
10 時 15 分 オープニングトーク＆出展者紹介
10 時 30 分 アクションチーム　HIGASHIYAMATO 忍組
11 時 00 分 アロハ ハナレイスタジオ（フラダンス）
11 時 30 分 ブルーアース（バンド）

正午 ～会場から生中継～ J:COM 多摩
午後　1 時 00 分 うまべぇ応援ソング（次元 Bus 楽団）
午後　1 時 10 分 お笑いライブ

1 時 40 分 BooN ☆ BuddieS（キッズダンス）
2 時 10 分 音楽ライブ（Ring-Trip、アース・スタードリーム）

2日目　4 月 23 日㈰
午前 10 時 00 分 オープニングトーク＆出展者紹介

10 時 15 分 オープニングパフォーマンス～和太鼓～（大和まほろば太鼓）
10 時 30 分 アクションチーム　HIGASHIYAMATO 忍組
11 時 00 分 パワーガリューションズ（キッズダンスメドレー）
11 時 30 分 THE COOL BEATS ＆ V-Sisters（ベンチャーズ＆昭和歌謡）

正午 お笑いライブ
午後　0 時 30 分 東大和元気ゆうゆう体操

0 時 50 分 Go for Our Dreams（青年海外協力隊 OB･OG バンド）
1 時20 分 アルフェスタ吹奏楽団（吹奏楽）
1 時 50 分 ゆいま～るエイサー（沖縄伝統芸能）
2 時 20 分 音楽ライブ（Ring-Trip 他）
3 時 30 分 閉会式・表彰式

◎ステージイベント

◎グルメコンテスト

◎協賛・協力ブース
多くの企業・団体等がPRや商品
販売を行います。

◎フリーマーケット
日用品や洋服などを販売します。

▲Ring-Trip

▲ HIGASHIYAMATO忍組

4月22日㈯・23日㈰ 10:00～15:00／都立東大和南公園
第6回

今年の課題食材は、「ひがしやまと茶うどん」、市内産の「ほうれ
ん草」「小松菜」「キャベツ」「狭山茶」です。出展団体は、この
課題食材を使用したメニューで、第 6回グランプリを競います。

楽しみだべぇ～

みんなが来るのを
待ってるべぇ～

市報をスマートフォンで

アプリ
「マチイロ」

◀ダウンロード
　はこちらから

メニューは 1食
100円～300円

出展は 20団体
＋

➡

食べた皆さんの投票

審査員審査

グランプリ決定

4 月 22 日㈯

4 月 22 日㈯・23 日㈰

うまかんべぇ～ウォーキング
市内の芋窪地区に、「トトロの森」が誕生しました。
映画の舞台のモデルになったと言われる、狭山丘陵の自然
と歴史にふれながら、全長 10km のコースを歩きます。
▷スタート 場所：立野西公園（上北台駅近く）
 受付：午前 9 時 30 分～ 11 時
▷ゴール 場所：うまかんべぇ～祭会場
 受付：午後 2 時 30 分まで
※参加費無料・事前申込み不要・完歩賞あり

旧日立航空機株式会社変電所の公開
普段は見ることができない建物内部
を公開します。郷土博物館の文化財
ボランティアの皆さんが、解説します。
▷時間　　午前 10 時～午後 3 時

同時開催② 4 月 22 日㈯・23 日㈰

東京都主催　パラリンピック体験プログラム
 「NO LIMITS CHALLENGE」
祭会場内で、パラリンピックの競技種目を体験できます。
特設テント内では、パラリンピック競技に関するパネル展
示も行います。
▷時間　　午前 10 時～午後 3 時

◎友好都市喜多方市物産販売
喜多方特産のお米、地酒、喜多
方ラーメン等の特産品を販売し
ます。作りたての手打ちそばと
ラーメンも食べられますよ！

◀昨年の販売ブース



市税
124億6,263万円

40.9%
市民税、
固定資産税、
都市計画税など

国庫支出金
61億4,340万5千円

20.2%

一般会計
歳入合計
304億
6,700万円都支出金

46億1,318万円
15.1%

地方交付税
16億7,000万円

5.5%

市債
11億9,200万円

3.9%

繰入金
9億4,340万5千円

3.1%
その他
6.0%

地方消費税
交付金

16億773万円
5.3%

東京都からの
負担金、補助金など 国からの

負担金、補助金など

使用料及び手数料、
分担金及び負担金など

民生費
176 億 7,514 万 6 千円

58.0%
高齢者、障害者、
児童などの福祉

一般会計
歳出合計
304 億

6,700 万円

教育費
27億7,117万1千円

9.1%

総務費
27 億 5,312 万 2 千円

9.0%

消防費 11 億 6,679 万円 3.8%
消防団活動・災害対策など その他 1.7%

土木費

衛生費

公債費

23 億 3,525 万円 7.7%
予防接種等の
保健衛生、
ごみ処理など

16 億 3,401 万円 8 千円 5.4%
道路・公園の整備など

16 億 2,942 万円 6 千円 5.3%
市債（借入金）の返済

学校の環境整備、
公民館、図書館の運営

市役所・
市民センターの
管理、防犯対策
など
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平
成
26
年
４
月
に
実
施
さ
れ

た
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
所

得
の
少
な
い
方
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象　

平
成
28
年
１
月
１
日

◎
転
入
（
４
月
１
日
付
）

【
校
長
】

▽
第
一
小　

菅
野
仁
一
（
第
四

小
学
校
長
）

▽
第
四
小　

宇
賀
神
礼
子
（
町

田
市
立
木
曽
境
川
小
学
校
長
）

▽
第
六
小　

久
森
信
（
杉
並
区

立
大
宮
中
学
校
副
校
長
）

▽
第
九
小　

大
中
勲
（
第
九
小

学
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
二
中　

松
村
正
博
（
第
二

中
学
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
三
中　

井
上
敬
夫
（
練
馬

区
立
開
進
第
三
中
学
校
副
校

長
）

■
軽
自
動
車
税

　

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
平

成
29
年
４
月
１
日（
賦
課
期
日
）

現
在
所
有
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
を
５
月
１
日
㈪
に

現
在
で
東
大
和
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
平
成
28
年
度
の
市
民

税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
。
た
だ
し
、
次
の
①

ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
は
除

き
ま
す
。

①
平
成
28
年
度
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
等

②
生
活
保
護
受
給
者
等

▽
支
給
額　

対
象
者
１
人
に
つ

き
一
万
五
、〇
〇
〇
円

▽
申
請
期
間　

４
月
27
日
㈭
～

10
月
27
日
㈮

▽
案
内
の
送
付　

該
当
と
思
わ

れ
る
方
に
４
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。
詳
し
く
は
送
付
す
る
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先
・
問
合
せ　

〒
207-�

8585
東
大
和
市
中
央
３
―
930
：
臨

時
福
祉
給
付
金
窓
口
・
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー・
内
線
３
９
１
０
ま
で
。

▽
制
度
に
関
す
る
問
合
せ　

厚

生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０
―
037
―
192
（
受

付
時
間
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

発
送
し
ま
す
。
納
付
期
限
は
５

月
31
日
㈬
で
す
。
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１�

０
５
２
ま
で
。

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

平
成
29
年
１
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
現
在
所
有
し
て
い
る
方
に

対
し
て
、
平
成
29
年
度
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知

書
を
５
月
１
日
㈪
に
発
送
し
ま

す
。
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
土
地
資
産

税
係
・
内
線
１
０
５
７
、
家
屋

資
産
税
係
・
内
線
１
０
６
０
ま

で
。

▽
第
五
中　

和
田
孝
（
目
黒
区

教
育
委
員
会
統
括
指
導
主
事
）

【
副
校
長
】

▽
第
五
小　

西
原
口
治
（
第
五

小
学
校
副
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
六
小　

田
村
亜
紀
子
（
第

十
小
学
校
副
校
長
）

▽
第
九
小　

冨
田
和
己
（
板
橋

区
教
育
委
員
会
指
導
主
事
）

▽
第
十
小　

五
味
川
直
季
（
第

九
小
学
校
副
校
長
）

▽
第
一
中　

大
瀬
義
一
（
第
二

中
学
校
副
校
長
）

▽
第
二
中　

直
井
孝
夫
（
八
王

子
市
立
恩
方
第
二
小
学
校
副
校

長
）

◎
転
出
（
４
月
１
日
付
）

【
校
長
】

▽
東
久
留
米
市
立
本
村
小
学
校

長　

三
坂
明
子
（
第
一
小
学
校

長
）

▽
昭
島
市
立
中
神
小
学
校
長　

松
井
茂
（
第
六
小
学
校
長
）

▽
多
摩
市
教
育
委
員
会
教
育
部

参
事
兼
教
育
指
導
課
長　

山
本

武
（
第
五
中
学
校
長
）

【
副
校
長
】

▽
中
野
区
立
第
七
中
学
校
副
校

長　

田
爪
一
浩
（
第
一
中
学
校

副
校
長
）

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

【
校
長
】

▽
第
三
中
学
校
長　

志
田
裕
治

【
副
校
長
】

▽
第
六
小
学
校
副
校
長　

田
久

保
靖
宏
（
再
任
用
）

対
象
の
方
は

　

申
請
を
お
願
い
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）

市
立
小
・
中
学
校

校
長 

副
校
長
の人

事
異
動

納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

4 月 29 日（土）は
祝日（昭和の日）と
重なるため、市役所
本庁舎の土曜窓口
はお休みします

区分 平成28年度末
現在高（見込）

平成 29 年度
起債見込額 元金償還見込額 年度末現在高（見込）

総務債（本庁舎耐震補強事業等） 353,405 45,489 307,916
民生債（福祉施設整備等） 269,219 32,531 236,688

衛生債（保健衛生施設整備等） 5,685 5,685 0
土木債（都市計画道路整備等） 1,904,134 42,000 315,834 1,630,300
教育債（学校教育施設整備等） 3,714,282 98,356 3,615,926

住民税等減税補てん債 564,243 110,385 453,858
臨時税収補てん債 32,010 32,010 0
臨時財政対策債 13,834,167 1,150,000 808,377 14,175,790
減収補てん債 176,460 14,708 161,752

小計（一般会計） 20,853,605 1,192,000 1,463,375 20,582,230
下水道債（下水道事業特別会計） 10,225,643 404,500 1,012,151 9,617,992

合計 31,079,248 1,596,500 2,475,526 30,200,222

市債（借入金）の状況

※平成 28 年度末現在高（見込）は、平成 29 年 2月 23 日（第 5号補正予算）現在における額、平成 29 年度は当初予算における額です。

積立基金の状況（一般会計）

一般会計及び特別会計の予算総額

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円、％）

区分
平成28年
度末現在
高（見込）

平成 29 年度

積立金 とりく
ずし額

年度末現在
高（見込）

財政調整基金 2,081,511 548 898,405 1,183,654
一般会計減債基金 656,156 162 45,000 611,318
公共施設等整備基金 586,999 145 587,144
長寿社会福祉基金 44,351 11 44,362
環境緑化基金 182,939 45 182,984
り災救助基金 25,296 8 25,304

文化・スポーツ基金 39,516 10 39,526
旧日立航空機株式会

社変電所基金 3,617 3,601 7,218

合計 3,620,385 4,530 943,405 2,681,510

　平成 29 年度の一般会計と５つの特別会計を合わせた予算総額は、
522 億 478 万円（前年度比 2.6％減）となりました。
　一般会計予算では、待機児童対策として民間保育園の移転・新築
に伴う施設整備補助や小規模保育施設の開設などにより定員の拡大
を図ります。学校教育では、不登校児童・生徒への支援を行うため
教育センターの機能を強化し、小学校トイレの洋式化工事を実施す
るなど学校施設の環境改善を図ります。
　また、総合福祉センターにおける障害者福祉施策等の充実を図る
ほか、高齢者の健康寿命の延伸や介護予防の促進を図るため「東大
和元気ゆうゆうポイント事業」を新規に実施します。この他にも、
新学校給食センターの運営開始に伴う学校給食の充実や、市の知名
度を向上させるシティプロモーションに取り組みます。
▷問合せ　財政課・内線 1431 まで。

■�一般会計及び特別会計の予算総額は、下表のとおりです。

会計名 平成 29 年度 平成 28 年度 増減率
一般会計 30,467,000 32,379,000 △ 5.9

特
別
会
計

国民健康保険事業 10,793,283 10,977,178 △ 1.7
下水道事業 2,187,062 2,201,210 △ 0.6

土地区画整理事業 121,514 214,982 △ 43.5
介護保険事業 6,733,515 6,003,325 12.2
後期高齢者医療 1,902,406 1,814,760 4.8

合計 52,204,780 53,590,455 △ 2.6

平成 29 年度予算　「日本一子育てしやすいまちづくり」の実現に向けて

歳 入 歳 出
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４
月
１
日
付
の
部
課
長
級
人

事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
）内
の
職
名
は
前
職
で
す
。

◎
異
動

【
部
長
級
】

▽
企
画
財
政
部
長　

田
代
雄
己

（
企
画
財
政
部
参
事
兼
企
画
課

長
事
務
取
扱
）

▽
総
務
部
参
事
兼
防
災
安
全
課

長
事
務
取
扱　

東
栄
一
（
総
務

部
参
事
兼
防
災
安
全
課
長
兼
消

防
係
長
事
務
取
扱
）

▽
市
民
部
長　

村
上
敏
彰
（
社

会
教
育
部
社
会
教
育
課
長
）

▽
子
育
て
支
援
部
長　

吉
沢
寿

子
（
福
祉
部
長
）

▽
福
祉
部
長　

田
口
茂
夫
（
環

境
部
長
）

▽
福
祉
部
参
事
兼
高
齢
介
護
課

長
事
務
取
扱　

伊
野
宮
崇
（
総

務
部
副
参
事
（
法
規
担
当
）
兼

法
規
係
長
事
務
取
扱
）

▽
環
境
部
長　

松
本
幹
男
（
環

境
部
ご
み
対
策
課
長
）

▽
都
市
建
設
部
長　

直
井
亨

（
東
京
都
都
市
整
備
局
）

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事

務
取
扱　

髙
橋
宏
之
（
市
民
部

副
参
事
（
観
光
推
進
担
当
））

▽
学
校
教
育
部
参
事
兼
教
育
指

導
課
長
事
務
取
扱　

岡
田
博
史

（
学
校
教
育
部
参
事
兼
指
導
室

長
事
務
取
扱
）

【
課
長
級
】

▽
議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
調

査
係
長
事
務
取
扱　

並
木
俊
則

（
企
画
財
政
部
長
）〔
再
任
用
〕

▽
企
画
財
政
部
企
画
課
長
兼
企

画
担
当
係
長
事
務
取
扱　

荒
井

亮
二
（
企
画
財
政
部
企
画
課
企

画
担
当
係
長
）

▽
企
画
財
政
部
副
参
事
（
総
合

戦
略
推
進
等
担
当
）　

北
田
和

雄（
総
務
部
参
事（
特
命
担
当
））

〔
再
任
用
〕

▽
企
画
財
政
部
公
共
施
設
等
マ

市
職
員
の
人
事
異
動

ネ
ジ
メ
ン
ト
課
長　

遠
藤
和

夫
（
企
画
財
政
部
副
参
事
（
公

共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担

当
））

▽
企
画
財
政
部
財
政
課
長
兼
財

政
担
当
係
長
事
務
取
扱　

川
口

荘
一（
企
画
財
政
部
財
政
課
長
）

▽
企
画
財
政
部
検
査
担
当
課
長　

長
瀬
正
人（
環
境
部
副
参
事（
ご

み
減
量
施
策
担
当
））

▽
総
務
部
総
務
管
財
課
長　

岩

本
尚
史
（
学
校
教
育
部
学
校
教

育
課
長
）

▽
総
務
部
副
参
事（
法
規
担
当
）

兼
法
規
係
長
事
務
取
扱　

星
野

宏
徳
（
総
務
部
文
書
課
文
書
係

長
）

▽
総
務
部
職
員
課
長　

矢
吹
勇

一
（
市
民
部
課
税
課
長
兼
主
査

（
市
民
税
担
当
）
事
務
取
扱
）

▽
市
民
部
保
険
年
金
課
長
兼
高

齢
者
医
療
年
金
係
長
事
務
取
扱　

越
中
洋（
市
民
部
保
険
年
金
課
長
）

▽
市
民
部
副
参
事
（
国
民
健
康

保
険
広
域
化
等
担
当
）　

岩
野

秀
夫
（
市
民
部
保
険
年
金
課
高

齢
者
医
療
年
金
係
長
）

▽
市
民
部
課
税
課
長
兼
土
地
資

産
税
係
長
事
務
取
扱　

真
野
淳

（
市
民
部
課
税
課
土
地
資
産
税

係
長
）

▽
市
民
部
納
税
課
長　

中
野
哲

也
（
総
務
部
総
務
管
財
課
長
）

▽
市
民
部
副
参
事
（
観
光
推
進

担
当
）　

宮
田
智
雄
（
子
ど
も

生
活
部
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
子
育
て
支
援
部
副
参
事
（
子

ど
も
子
育
て
支
援
施
策
推
進
担

当
）　

榎
本
豊
（
子
ど
も
生
活

部
長
）〔
再
任
用
〕

▽
子
育
て
支
援
部
青
少
年
課
長　

新
海
隆
弘
（
子
ど
も
生
活
部
副

参
事
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
策
推
進
担
当
））

▽
福
祉
部
副
参
事
（
臨
時
福
祉

給
付
金
等
担
当
）　

原
里
美（
子

ど
も
生
活
部
子
育
て
支
援
課
手

当
・
助
成
係
長
）

▽
福
祉
部
副
参
事
（
地
域
包
括

ケ
ア
・
計
画
担
当
）　

尾
又
斉

夫
（
福
祉
部
生
活
福
祉
課
長
）

▽
福
祉
部
生
活
福
祉
課
長　

川

田
貴
之
（
福
祉
部
生
活
福
祉
課

保
護
第
一
係
長
）

▽
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長　

小

川
則
之
（
福
祉
部
障
害
福
祉
課

長
兼
障
害
福
祉
係
長
事
務
取
扱
）

▽
環
境
部
ご
み
対
策
課
長　

中

山
仁
（
市
民
部
納
税
課
長
）

▽
都
市
建
設
部
副
参
事
（
公
共

交
通
担
当
）　

内
藤
峰
雄
（
都

市
建
設
部
長
）〔
再
任
用
〕

▽
学
校
教
育
部
教
育
総
務
課
長　

石
川
博
隆（
福
祉
部
副
参
事（
臨

時
福
祉
給
付
金
等
担
当
））

▽
学
校
教
育
部
給
食
課
長
兼
給

食
係
長
事
務
取
扱　

斎
藤
謙
二

郎
（
学
校
教
育
部
給
食
課
長
兼

第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
事

務
取
扱
）

▽
学
校
教
育
部
副
参
事
（
統
括

指
導
主
事
）　

吉
岡
琢
真
（
東

京
都
教
育
庁
）

▽
社
会
教
育
部
社
会
教
育
課
長　

佐
伯
芳
幸
（
企
画
財
政
部
検
査

担
当
課
長
）

▽
社
会
教
育
部
中
央
図
書
館
長

兼
主
査
（
計
画
担
当
）
事
務
取

扱　

當
摩
弘
（
社
会
教
育
部
中

央
図
書
館
長
）

◎
帰
任

▽
東
京
都
教
育
庁　

小
板
橋
悦

子
（
学
校
教
育
部
副
参
事
（
統

括
指
導
主
事
））

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

【
部
長
級
】

▽
企
画
財
政
部
長　

並
木
俊
則

▽
市
民
部
長　

関
田
新
一

▽
子
ど
も
生
活
部
長　

榎
本
豊

▽
福
祉
部
参
事
兼
高
齢
介
護
課

長
兼
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係
長

事
務
取
扱　

尾
崎
淑
人

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事

務
取
扱　

関
田
賢
治

【
課
長
級
】

▽
議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
調

査
係
長
事
務
取
扱　

長
島
孝
夫

▽
総
務
部
職
員
課
長　

原
島
真

二▽
子
ど
も
生
活
部
青
少
年
課
長　

中
村
修

２款　総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る経費� 344 万円
ふるさと納税制度の活用に係る経費� 135 万円
市民会館の音響設備等の更新に係る経費� 4,248 万円
コンビニエンスストアにおける住民票の写し等の交付に係る経費� 1,546 万円
都区市町村情報セキュリティクラウド事業に係る経費� 838 万円

３款　民生費                                                               
東大和元気ゆうゆうポイント事業に係る経費� 464 万円
東大和市総合福祉センターにおける自立支援給付費等の経費� 1 億 9,434 万円
障害者施設防犯対策事業補助金� 600 万円
民間保育園の移転・新築に伴う施設整備に係る経費� 6 億 4,041 万円
小規模保育事業に係る経費� 8,241 万円
居宅訪問型保育事業の実施に係る経費� 831 万円
認可外保育施設利用者に対する補助金� 630 万円
民間学童保育所の施設整備に係る経費� 1,694 万円
生活困窮者の自立支援に係る経費� 2,643 万円

４款　衛生費                                                               
健康ウォーキング事業に係る経費� 594 万円
妊産婦の相談・支援に係る経費� 313 万円
育児パッケージの配布等に係る経費� 556 万円
一般廃棄物処理基本計画の策定に係る経費� 648 万円

６款　農林業費                                                             
農業振興計画の策定に係る経費� 256 万円

７款　商工費                                                               
商工会補助金（若手技術者の育成、空き店舗の活用等に係る補助）� �95 万円
うまかんべぇ～祭実行委員会運営費補助金� 390 万円

８款　土木費                                                               
自転車等駐車場の整備に係る経費� 2,750 万円
街路灯のＬＥＤ化に係る経費� 3,800 万円
雨水浸透施設設置工事費及び雨水幹線管路調査設計委託料（雨水対策）� 1,000 万円
橋りょう補修工事費� 1,240 万円
緑の基本計画の改定に係る経費� 371 万円
公園の長寿命化及び特色ある公園整備に係る経費� 5,388 万円
都市計画道路 3・5・20 号線の用地買収に係る経費� �1 億 937 万円
都市計画道路 3・5・20 号線（第 3工区）の実施設計委託料� 86 万円
都市計画道路 3・4・17 号線予定地の用地測量等に係る経費� �1,693 万円

９款　消防費                                                               
第六分団の消防ポンプ車の更新に係る経費� 2,080 万円
災害対策用備蓄品の整備に係る経費� 765 万円

10 款　教育費                                                              
教育センターの機能強化に係る経費� 500 万円
スクールソーシャルワーカーの配置等に係る経費� 353 万円
ティームティーチャー（協力指導員）の配置に係る経費� 2,921 万円
学習支援員の配置に係る経費（10 校）� 788 万円
小学校トイレの洋式化に係る経費（2校）� �825 万円
小・中学校体育館バスケットゴール耐震化工事設計委託料（7校）� �871 万円
小学校特別教室等冷房設備設置工事設計委託料（10 校）� 1,561 万円
中学校特別活動室等冷房設備設置工事設計委託料（4校）� �378 万円
中学校校門等防犯カメラ設置工事費� �2,009 万円
旧日立航空機株式会社変電所の保存・修復に係る調査委託料� 99 万円
吉岡堅二画伯の作品図録の作成等に係る経費� �171 万円
市民体育館の冷房設備設置工事費� �1 億 793 万円
上仲原公園野球場改修工事費� �3,246 万円
新学校給食センターの運営に係る経費� �3 億 3,341 万円

■一般会計の主な事業（目的別） ※単位未満四捨五入

※単位未満四捨五入
国民健康保険事業　107 億 9,328 万円（前年度比 1 億 8,390 万円、1.7％減）
国民健康保険の加入者に係る療養給付費や出産育児一時金等の保険給付費、後期高齢
者医療制度に係る支援金等を予算計上しました。
＜主な歳入＞　国民健康保険税� 17 億 6,178 万円

国庫支出金� 18 億 5,794 万円
一般会計繰入金� 12 億 6,305 万円

＜主な歳出＞　保険給付費（療養給付費及び出産育児一時金等）� 62 億 5,449 万円
後期高齢者支援金等� 11 億 8,338 万円
介護納付金� 4 億 5,493 万円

下水道事業　21 億 8,706 万円（前年度比 1,415 万円、0.6％減）
公共下水道施設の維持管理費や、市街化調整区域ほか必要な区域の公共下水道管渠（か
んきょ）布設工事費及び公共汚水ます設置工事費等を予算計上しました。
＜主な歳入＞　下水道使用料� 13 億 5,335 万円

一般会計繰入金� 4 億 808 万円
市債� 4 億 450 万円

＜主な歳出＞　総務費（管渠及び処理場の維持管理費等）� 7 億 3,481 万円
事業費（管渠布設工事費及び処理場の建設費負担金等）� 1 億 9,727 万円
公債費（市債（借入金）の元利償還金）� 12 億 5,198 万円

土地区画整理事業　1 億 2,151 万円（前年度比 9,347 万円、43.5％減）
立野地区事業として、立野一丁目地区換地計画等委託料、建築物等の移転補償費、宅
地整地工事費等を予算計上しました。
＜主な歳入＞　保留地処分金� 258 万円

都支出金� 450 万円
基金繰入金� 7,922 万円

＜主な歳出＞　立野地区事業費� 8,631 万円

介護保険事業　67 億 3,352 万円（前年度比 7 億 3,019 万円、12.2％増）
「東大和市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画」の３年度目の実施として、居宅
介護及び施設介護サービス給付費等を予算計上しました。
＜主な歳入＞　介護保険料� 12 億 9,356 万円

国庫支出金� 14 億 1,497 万円
支払基金交付金� 17 億 7,955 万円
一般会計繰入金� 10 億 7,348 万円

＜主な歳出＞　総務費（介護認定審査会費等）� 2 億 4,191 万円
保険給付費（居宅介護及び施設介護サービス給付費等）� 61 億 7,718 万円
地域支援事業費（介護予防事業費等）� 1 億 6,144 万円

後期高齢者医療　19 億 241 万円（前年度比 8,765 万円、4.8％増）
75 歳以上の方などの医療に係る後期高齢者医療制度について、東京都後期高齢者医療広
域連合に対する納付金や人間ドック等受診料助成費などを予算計上しました。
＜主な歳入＞　後期高齢者医療保険料� 8 億 3,871 万円

一般会計繰入金� 9 億 9,236 万円
＜主な歳出＞　広域連合納付金（広域連合運営費等に係る市負担金）� 17 億 3,264 万円

保健事業費（健康診査費及び人間ドック等受診料助成費）� 9,848 万円
保険給付費（葬祭費）� 2,535 万円

■特別会計の概要
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
軽
減
特
例
等
が
見
直
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
所
得
の
低
い
方
を
対
象
に
、
保
険
料
の
軽
減
を
行
い
、

そ
の
分
を
国
費
で
補
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
費
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
制

度
を
維
持
す
る
た
め
に
、
軽
減
特
例
の
一
部
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
負
担
の
公
平
、
応
分
負
担
の
観
点
か
ら
、
高
額
療
養
費
の
算
定
基
準
額
が
段
階
的

に
見
直
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
軽
減
特
例
等
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
―
086
―
519
、

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
03
―
３
２
２
２
―
４
４
９
６
ま
で
。

個
別
の
相
談
・
個
人
情
報
を
含
む
お
問
合
せ
は
保
険
年
金
課
・
内
線
１
０
２
８
ま
で
。

▶被扶養者だった方の軽減
後期高齢者医療制度へ加入する前日まで
社会保険の被扶養者だった方

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度以降

均等割 7割
（所得割賦課せず）

均等割 5割
（所得割賦課未定）

加入から2年を経過する
月まで均等割5割
（所得割賦課未定）

※�現に被扶養者軽減特例を受けている方は、平成 31 年 3 月 31 日
をもって軽減期間終了となります。

※�平成 29 年 4月 1日以降後期高齢者医療制度の対象となった被扶
養者の方の均等割額は、平成 29 年度 7割軽減となり、以降加入
から 2年を経過する月までの間に限り、5割軽減となります。

※�いずれも、低所得による均等割額軽減に該当する場合は、軽減
割合の高い方が優先されます。

▶高額療養費（平成 29 年 8 月から）

1 か月の自己負担限度額
現役並み所得者 一般所得者
外来（個人ごと） 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）

57,600 円 14,000 円 57,600 円

※�一般所得者の外来（個人ごと）については、新たに自己負担額
の年間（前年 8月 1日から 7月 31 日までの間）の合計額に対し
て 144,000 円の上限を設けます。

※�一般所得者の外来 +入院（世帯ごと）については、過去 12 か
月間に 4回以上、高額療養費の支給があった場合、4回目以降
は 44,400 円となります（多数回該当）。

▶均等割額の軽減

総所得金額等の合計が以下に該当する世帯 軽減割合
33万円以下で被保険者全員が年金収入80万円以下で、
その他の所得がない 9割

33 万円以下で 9割軽減の基準に該当しない 8.5 割
33 万円 +（27 万円×被保険者数）以下 5割
33 万円 +（49 万円×被保険者数）以下 2割

※ �65 歳以上（平成 29 年 1 月 1 日時点）の方の公的年金所得につ
いては、その所得からさらに 15 万円（高齢者特別控除額）を差
し引いた額で判定します。

※�被保険者全員と世帯主が判定の対象です。
※�世帯の判定は毎年度 4月 1日時点（年度の途中で後期高齢者医
療制度の対象となった方は資格取得日）で行います。

▶所得割額の軽減

賦課のもととなる所得金額 軽減割合
15 万円以下 70％①
20 万円以下 45％②
58 万円以下 20％

※平成 30 年度以降の軽減の詳細は未定です。
※①、②は東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減措置です。

あなたもチャレンジ介護予防
いきいきと自分らしく過ごせるよう健康づくりに取り組んでみませんか。
まずはお近くの高齢者ほっと支援センターか、高齢介護課（市役所 2 階）にお問い合わせください。
▷問合せ・申込み　〒 207-8585 東大和市中央 3-930 東大和市役所高齢介護課（☎ 042-563-2111）

●基本チェックリスト
日常生活で必要になる能力を「基本チェックリスト」で
チェックし、介護予防に役立てましょう。
75 歳以上で、要支援・要介護認定を受けていない、平成 29 年
4月 1日に年齢が奇数の方が対象です。
対象の方には、4月上旬にチェックリストを送付します。

●楽しみマッスル教室（無料）
筋力向上のためのマシントレーニングを行います。
65 歳以上で要支援・要介護認定を受けていない方が参加でき
ます。
▷日時� 5 月 15 日～ 8月 21 日の毎週月曜日
� 午前 10 時～ 11 時 30 分
▷場所　東大和市ロンドみんなの体育館
▷定員　10 人

～楽しみマッスル教室、いきいき運動プラスの申込み～

はがきに希望する教室、申込者の住所、氏名（ふりがな）、
生年月日、電話番号を記入して、高齢介護課（〒 207-8585 東大
和市中央 3-930 東大和市役所高齢介護課）へ郵送してください。
高齢介護課窓口でも申込みできます。

▷申込み期限　4月 28 日㈮（消印有効）
※ 8月～ 11 月、11 月～ 3月にも同様の教室を行う予定です。

●いきいき運動プラス（無料）
転ばないための体づくり（トレーニング）を行います。正
しい歯磨きの方法、口腔体操、栄養改善に必要な知識も学
びます。
65 歳以上で要支援・要介護認定を受けていない方が参加で
きます。
▷日時　5月17日～ 8月16日の毎週水曜日午後2時～ 4時
▷場所　上北台市民センター　　　▷定員　20 人

みんなが主役！
一緒に頑張ろう！

こちらはどなたでも参加できます

●介護予防リーダー養成講座　6 月中旬募集予定
地域の介護予防のリーダーとなって、介護予防グループの
活動などで活躍しましょう。

●体操普及推進委員養成講座　5 月上旬募集予定
東大和元気ゆうゆう体操を普及させるための活動をしまし
ょう。
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お
子
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等

に
通
園
、
通
学
で
き
な
い
場
合

に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
制
度
で
す
。
市
は
、
市
内

医
療
機
関
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

【
病
児
・
病
後
児
保
育
】

▽
対
象　

満
６
か
月
～
小
学
６

年
生

▽
保
育
日
時　

月
～
金
曜
日
午

前
８
時
～
午
後
６
時

※
祝
日
、年
末
年
始
等
は
除
く
。

▽
保
育
施
設　

す
こ
や
か
病
児

・
病
後
児
保
育
室
（
中
央
４
―

853
―
６
）

▽
定
員　

６
人

▽
保
育
料　

１
日
二
、
○
○
○

円
。
市
外
の
方
は
登
録
料
、
保

育
料
が
異
な
り
ま
す
。

【
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス
】

▽
利
用
要
件　

市
内
に
住
所
を

有
し
、
市
内
に
所
在
す
る
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模

保
育
、
家
庭
的
保
育
、
認
証
保

育
所
、
幼
稚
園
に
在
籍
し
て
い

る
満
６
か
月
～
小
学
校
就
学
前

の
児
童
で
、
発
熱
等
で
入
院
加

療
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
。

▽
利
用
方
法　

保
育
園
等
か
ら

児
童
の
体
調
不
良
に
よ
る
迎
え

の
依
頼
が
あ
っ
た
後
に
、病
児
・

病
後
児
保
育
室
に
直
接
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。原
則
、

同
保
育
室
で
事
前
の
利
用
登
録

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。
利
用
状

況
や
保
育
士
の
配
置
状
況
で
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
費
用　

無
料
。
病
児
・
病
後

児
保
育
の
保
育
料
は
別
途
必
要
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
育

課
・
内
線
１
７
５
３
、
す
こ
や

か
病
児
・
病
後
児
保
育
室
☎
042

―
590
―
０
４
１
５
へ
。

　

葬
儀
が
華
美
に
な
る
こ
と
を

抑
え
、
市
民
の
方
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
と
し
、
市
民

葬
儀
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
内
葬
儀
業
者
と
協
定
を
結

び
、
標
準
的
な
葬
儀
を
安
価
で

行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
葬
儀

業
者
の
斎
場
を
安
価
で
利
用
で

き
る
斎
場
利
用
協
定
も
結
ん
で

い
ま
す
。
詳
細
は
、
市
民
葬
儀

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〔
市
役
所
１
階

入
口
ホ
ー
ル
、地
域
振
興
課
（
市

役
所
３
階
）で
配
布
〕、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
で
き
る
方　

亡
く
な
っ

た
方
ま
た
は
葬
儀
を
行
う
方
が

　

東
大
和
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
は
～
と
ふ
る
」
で
は
、

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
障
害
者
相
談
支
援
事
業

　

日
常
生
活
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
な
ど
の
幅
広
い
相
談
や
支

援
を
行
い
ま
す
。
指
定
特
定
相

談
支
援
（
計
画
相
談
）、
指
定
一

般
相
談
支
援
（
地
域
移
行
支
援・

地
域
定
着
支
援
）
も
行
い
ま
す
。

○
各
種
講
座
等
の
開
催

　

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
常
設
講
座
、
短
期
講
座
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
ま
す
。

※
講
座
の
一
覧
は
右
下
表
の
と

お
り
で
す
。
講
座
の
詳
細
や
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

　

保
護
者
の
就
労
・
通
院
・
介

護
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
等
の
理

由
で
、
一
時
的
に
ご
家
庭
で
子

ど
も
の
保
育
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
に
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か

り
し
て
保
育
す
る
事
業
で
す
。

▽
実
施
施
設　

向
原
保
育
園
、

大
和
東
保
育
園
、
玉
川
上
水
保

育
園
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

※
利
用
条
件
、
利
用
時
間
、
定

員
、
利
用
料
な
ど
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

向
原
保
育
園
☎
042

―
563
―
３
８
３
３
、
大
和
東
保

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

３
歳
未
満
（
生
年
月
日
が
平
成

26
年
４
月
２
日
以
降
）
の
児
童

の
保
育
を
対
象
施
設
に
委
託
す

る
保
護
者

　

東
大
和
市
及
び
東
大
和
市

医
師
会
と
公
立
昭
和
病
院
及

び
国
立
病
院
機
構
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

緊
急
対
応
時
の
電
話
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
開
設
す
る
覚
書
を

　

東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
は
、
平
成
29
年
度
東
大
和
市

青
少
年
健
全
育
成
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
基
本
方
針

並
び
に
重
点
目
標
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
市
は
、
今
後
こ
の
方

針
に
沿
っ
て
、
児
童･

青
少
年
の

健
全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
閲
覧
場
所　

青
少
年
課
（
市

役
所
３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館
。
全
文
の
閲

覧
可
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

小･

中
学
校
、
保
育
園
等
の
子

育
て
関
連
施
設
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー

緊
急
対
応
時
に
、
公
立
昭
和
病

院
、
国
立
病
院
機
構
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
補
助
要
件　

①
対
象
施
設
を

月
12
日
以
上
か
つ
１
日
８
時
間

以
上
利
用
し
て
い
る
こ
と
②
認

可
保
育
園
等
に
、
当
該
児
童
の

入
園
の
申
込
み
を
し
、
入
園
待

機
と
な
っ
て
い
る
こ
と

▽
対
象
施
設
等　

認
証
保
育

所
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
く
特
定
教
育
・
保
育
施

設
（
認
可
保
育
所
等
）、
特
定

地
域
型
保
育
（
小
規
模
保
育
事

業
等
）
を
除
い
た
認
可
外
保
育

施
設
等

▽
補
助
額　

保
護
者
が
負
担
す

る
保
育
費
の
３
分
の
１
（
上
限

二
万
一
、〇
〇
〇
円
）

▽
手
続
方
法　

対
象
施
設
と
締

結
し
た
利
用
契
約
書
若
し
く
は

保
育
受
託
証
明
書
を
補
助
金
交

付
申
請
書
と
と
も
に
、
保
育
課

（
市
役
所
１
階
）
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１�

７
５
１
ま
で
。

育
園
☎
042
―
561
―
２
９
５
８
、

玉
川
上
水
保
育
園
☎
042
―
566

―
８
６
７
２
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

３
６
５
１
へ
。

■
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら

◎
５
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
児
童
館

や
集
会
所
な
ど
に
出
張
し
、
親

子
で
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
な
ど
を
行
い
ま
す
。
育
児
や

子
ど
も
の
発
達
な
ど
に
つ
い
て

も
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
日
時
等　

右
下
表
の
と
お
り

◎
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

５
月
19
日
㈮
は
害
虫
駆
除
の

た
め
、終
日
休
館
と
な
り
ま
す
。

一
時
保
育
や
来
館
を
予
定
さ
れ

て
い
た
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―

565
―
３
６
５
１
ま
で
。

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
す
が
、
材
料
費
等
の
実
費

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方（
原
則
18
歳
以
上
）

と
障
害
者
・
児
の
介
護
者

▽
申
込
み　

東
大
和
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
は
～
と
ふ
る
」

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042

―
516
―
３
９
８
２
、
フ
ァ
ク
ス

042
―
516
―
３
９
８
４
ま
で
。

市
民
で
、
市
内
若
し
く
は
近
隣

市
で
葬
儀
を
行
う
場
合

▽
料
金
・
指
定
取
扱
業
者　

左

表
の
と
お
り
。
料
金
は
祭
壇
の

ほ
か
、納
棺
用
品
、骨
つ
ぼ
類
や

記
帳
、
受
付
、
焼
香
用
具
等
の

付
属
具
・
霊
柩
車
料
金
を
含
む
。

▽
別
料
金
と
な
る
も
の　

火
葬

料
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
、
写
真
、

会
葬
御
礼
状
、
御
供
物
、
生
花
、

司
会
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等

▽
申
込
方
法　

指
定
取
扱
業
者

に｢

市
民
葬
儀
で
行
い
た
い｣

と

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
料
金

は
葬
儀
終
了
後
に
直
接
指
定
取

扱
業
者
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

障害者差別解消法のＣＤを配布 視覚障害者の方を対象に、障害者差別解消法職員対応マニュアルを収録したＣＤ（デイジー版）を障害福祉課（市役所1階）
で配布しています。数に限りがありますので、お早めにお申し出ください／問合せ　障害福祉課・内線 1123 まで

病児・病後児保育
お迎えサービス

認
可
外
保
育
施
設
を

　
　
　
　

利
用
す
る
方
へ

保
育
費
を
一
部
助
成

障
害
の
あ
る
方
を

　
　
　

対
象
と
し
た

相
談
・
講
座

市
民
葬
儀
・

斎
場
利
用
制
度

平
成
29
年
度

東
大
和
市
青
少
年

健
全
育
成
方
針
を

　

決
定
し
ま
し
た

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た

ア
レ
ル
ギ
ー

緊
急
対
応
時

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

保
護
者
の
就
労
・
通
院
に

お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す

開催日 場所

5 月 2 日㈫ むこうはら児童館

5 月 10 日㈬ 湖畔集会所

5 月 17 日㈬ 清水集会所

5 月 24 日㈬ 仲原集会所

※ 時 間 は 午 前 10 時 30 分 ～ 11 時
45 分。当日直接会場にお越しく
ださい。

市民葬儀料金表
祭壇の種類 料金（税込）

三　段　飾 151,200 円

五　段　飾 183,600 円

上等三段飾 216,000 円

上等五段飾 259,200 円

市民葬儀指定取扱業者一覧
指定取扱業者名 所在地 電話番号

㈱あんしん葬祭 南街 2-1-4 0120-482-333
㈱セレモア 南街 1-11-9 0120-470-470
総合祭典 新堀 3-13-19 042-565-4455
㈱あさひセレモニー 南街 2-115-1 042-567-0505
㈲三礼 蔵敷 3-863-8 042-562-3012
㈱東京都民葬祭 清原 2-1279-7 0120-594-419
㈱ドリーミーホール東大和 芋窪 5-1127-1 0120-297-511

地域活動支援センターの常設講座
講座等名称 対象 日時
音楽クラブ 知的 第 2・4 月曜日午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

書道 ★ 身体 第 1・3 火曜日午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
歌謡教室 ★ 身体 第 1・3 火曜日午後 1 時～ 3 時

華道 ★ 身体 第 2・4 火曜日午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
いきいき ★ 身体 第 2・4 火曜日午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

生活機能訓練 ★ 身体 第 2・4 水曜日午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
カラオケ 身体・知的 第 4 土曜日午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

フリーサロン ★ 身体 第 2・4 水曜日午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
ゲーム 知的 第 2・4 木曜日午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

身体機能訓練 ★ 身体 毎週木曜日午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
外出クラブ 知的 第 3 月曜日午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分

料理 ★ 身体 第 4 金曜日午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
国語 ★ 身体（聴覚）第 2・3・4 金曜日午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

余暇サロン 身体・知的 第 2・4 土曜日午前 10 時～ 11 時 30 分

※ 上記のほか、パソコン講座等の開催を予定しています。★印の講座は、
身体上の理由で来所が困難な方は、一部自己負担でタクシーによる送迎
を利用できます。短期講座等の受講者は、その都度募集します。

平成 29年度
東大和市青少年健全育成方針

基本方針
子どもたちの夢と心をはぐくむの
は私たち大人です

重点目標
○全体の取り組み

生きる力を養い、すべての命を
大切にしよう
○家庭での取り組み

子どもと心の通う温かな家庭を
築こう
○地域での取り組み

すべての大人が積極的に子ども
たちと関わろう
○学校での取り組み

学校・子どもたち・地域がふれ
あえる環境をつくろう

▶
覚
書
を
締
結
し
た
東
大
和
市

医
師
会　

有
村
会
長（
写
真
左
）、

公
立
昭
和
病
院　

上
西
院
長（
写

真
右
）



東やまと市報
市役所☎042-563-2111（代） 東やまと市報 2 0 1 7・4・15 6

▽
募
集
す
る
原
稿
の
内
容

①
戦
争
体
験
記

◦
市
内
在
住
の
方　

第
二
次
世

界
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
当
時

の
「
本
人
の
体
験
記
」・「
身
内

の
方
か
ら
聞
い
た
体
験
記
」

◦
市
外
在
住
の
方　

第
二
次
世

界
大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
当
時

の
東
大
和
市
内
で
の
「
本
人
の

体
験
記
」・「
身
内
の
方
か
ら
聞

い
た
体
験
記
」

※
字
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
字
数
が
多
い
場
合
に
は
調

整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年

生
及
び
中
学
生
の
作
文
：
戦
争

や
平
和
に
つ
い
て
聞
い
た
こ

と
、
知
っ
た
こ
と
、
思
う
こ
と
。

ま
た
は
、
戦
争
体
験
映
像
記
録

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
沈
黙
の
証
言
者
」（
平

成
27
年
度
・
企
画
課
制
作
）
の

本
編
ま
た
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
視
聴
し
た
感
想

※
字
数
は
お
お
む
ね
800
字
以

内
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
図
書
館
、
企
画

　

中
央
図
書
館
で
は
、
新
聞
多

摩
版
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を

保
存
し
て
い
ま
す
。
新
聞
縮
刷

版
に
は
載
ら
な
い
多
摩
地
域
の

記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

中
央
図
書
館
２

階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
内
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
リ
ー
ダ
ー
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
セ
ッ

ト
等
は
職
員
が
行
い
ま
す
。
事

前
の
利
用
予
約
も
で
き
ま
す
。

▽
所
蔵
紙　

朝
日
・
読
売
・
毎

日
・
東
京
新
聞

▽
所
蔵
期
間　

昭
和
59
（
一
九�

八
四
）
年
４
月
か
ら
。
一
部
欠

号
あ
り
。

◎
中
央
図
書
館
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す

　

中
央
図
書
館
は
、
展
示
コ
ー

▽
対
象　

東
大
和
市
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者

▽
対
象
施
設　

檜
原
村
「
数
馬

の
湯
」、
奥
多
摩
町
「
も
え
ぎ
の

湯
」、あ
き
る
野
市「
瀬
音
の
湯
」、

日
の
出
町
「
つ
る
つ
る
温
泉
」

▽
利
用
方
法　

割
引
利
用
券
を

提
出
し
、
各
施
設
の
割
引
後
の

利
用
料
金
等
を
お
支
払
い
く
だ

　

３
月
20
日
に
開
催
し
た
多
摩

湖
駅
伝
大
会
で
撮
影
さ
れ
た
、

懸
命
に
走
る
選
手
と
声
援
を
お

く
る
人
た
ち
の
写
真
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時

◦
東
大
和
市
ふ
れ
あ
い
広
場
／

　

特
色
あ
る
公
園
整
備
基
本
方

針
の
中
の
１
つ
で
あ
る
「
冒
険

遊
び
が
で
き
る
公
園
」
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
普
段
、
立
野
西
公

園
に
は
な
い
ブ
ラ
ン
コ
、
ハ
ン

モ
ッ
ク
、
ポ
ス
ト
マ
ン
ウ
ォ
ー

ク
、シ
ャ
ボ
ン
玉
、ラ
イ
ン
ク
ッ

ブ
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
を
用
意
し

課
（
市
役
所
４
階
）
等
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
（
枚
数
に
限
り

あ
り
）。
ま
た
、
市
内
小
・
中
学

校
に
１
枚
ず
つ
配
布
し
て
い
ま

す
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
、
東

大
和
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

（YouTube
）で
視
聴
で
き
ま
す
。

▽
提
出
様
式　

書
式
は
自
由
で

す
。
企
画
課
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
図
書
館
で
は
原
稿
用

紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
原
稿

用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
記
入
事
項
（
必
須
）　

題
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
ま
た
は
学
年
、

電
話
番
号

※
匿
名
の
場
合
、
平
和
文
集
へ

の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
提
出
期
限　

５
月
31
日
㈬

▽
提
出
方
法　

企
画
課
へ
直
接

提
出
す
る
か
、
郵
送
（
〒
207
―

8585
東
大
和
市
中
央
３
―
930
）、

メ
ー
ル
（kikaku@

city.�
higashiyamato.lg.jp

）
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
１
週
間
以
内
に
受
信

メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

▽
注
意
事
項

◦
応
募
原
稿
は
、
８
月
発
行
予

定
の
平
和
文
集
に
掲
載
し
ま
す
。

◦
応
募
は
一
人
１
作
品
ま
で
。

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

◦
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
た

り
、
戦
争
体
験
と
は
直
接
関
係

の
な
い
主
義
・
主
張
は
不
可
。

◦
平
和
文
集
に
は
町
名
、氏
名
、

年
齢
（
学
年
）
を
掲
載
し
ま
す
。

◦
原
稿
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載

し
ま
す
が
、
誤
字
・
脱
字
等
は

修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
執
筆
が
困
難
な
方
は
代
筆
可
。

◦
個
人
情
報
は
平
和
文
集
の
発

行
事
務
に
の
み
使
用
し
ま
す
。

◦
応
募
原
稿
の
著
作
権
は
市
に

帰
属
し
、
平
和
文
集
へ
の
掲
載

内
容
〔
実
名
、町
名
、年
齢
（
学

年
）
含
む
〕
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。
ま

た
、
市
が
認
め
た
場
合
、
他
機

関
の
刊
行
物
等
に
掲
載
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◦
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◦
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
ワ
ー
ド

形
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１�

４
２
５
ま
で
。

て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（
雨
天
中
止
）

▽
日
時　

４
月
22
日
㈯
、
５
月

27
日
㈯
、
６
月
24
日
㈯
、
７
月

22
日
㈯
、
９
月
30
日
㈯
、
10
月

28
日
㈯
、
11
月
25
日
㈯
、
平
成

30
年
２
月
24
日
㈯
、
３
月
24
日

㈯
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

立
野
西
公
園
（
市
立

第
四
中
学
校
西
側
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１�

２
７
１
ま
で
。

４
月
14
日
㈮
～
19
日
㈬
正
午
～

午
後
６
時
（
19
日
は
午
後
２
時

ま
で
）

◦
市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
／

４
月
21
日
㈮
～
27
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
21
日
は
正
午

か
ら
、27
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◦
郷
土
博
物
館
ロ
ビ
ー
／
５
月

10
日
㈬
～
19
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
10
日
は
正
午
か
ら
、

19
日
は
正
午
ま
で
。
月
曜
日
は

休
館
日
）

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

さ
い
。

▽
利
用
期
限　

平
成
30
年
３
月

31
日

▽
配
布
場
所　

保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
）

※
必
ず
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

（
１
枚
で
３
人
ま
で
利
用
可
）。

な
お
、
割
引
利
用
券
は
一
定
数

用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
在
庫

が
な
く
な
り
次
第
配
布
は
終
了

と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
３
ま
で
。

ナ
ー
を
図
書
館
主
催
の
展
示
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
、
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

図
書
館
内
で
の
販
売
行
為
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

市
内
を
中
心
に
活
動

し
、
芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
（
特
定
の
宗
教
団
体

及
び
企
業
等
の
営
利
を
目
的
と

し
た
団
体
は
除
く
）

▽
貸
出
期
間　

６
月
28
日
㈬
～

７
月
14
日
㈮
、
９
月
15
日
㈮
～

29
日
㈮
の
う
ち
、
お
お
む
ね
２

週
間
以
内

※
設
営
・
撤
収
を
含
む
。

※
休
館
日
（
毎
週
火
曜
日
、
毎

月
第
３
木
曜
日
、
土
・
日
曜
日

以
外
の
祝
日
）
を
除
き
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

５
月
10
日
㈬
か

ら
、
電
話
、
中
央
図
書
館
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い（
申
込
順
）。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ

は
、
中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―

２
４
５
４
ま
で
。

　

標
高
五
八
〇・
六
メ
ー
ト
ル

の
鳥
屋
山
は
、
会
津
の
中
で
一

等
三
角
点
の
あ
る
最
も
低
い
山

で
す
。

　

鳥
屋
山
山
開
き
は
、
会
津
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
と

な
っ
て
お
り
、
麓
の
登
山
道
の

カ
タ
ク
リ
群
生
地
で
は
、
淡
紫

色
の
カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲
き

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

下
山
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選

会
や
甘
酒
の
お
も
て
な
し
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
及
び
参
加
費
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　

４
月
23
日
㈰
午
前
８

時
15
分
集
合
（
受
付
は
午
前
７

時
45
分
か
ら
）

▽
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線

荻
野
駅
前
駐
車
場

▽
コ
ー
ス　
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
荻

野
駅
→
漆
窪
登
山
口
→
カ
タ
ク

リ
群
生
地
→
山
頂
（
往
復
）

▽
所
要
時
間　

上
り
約
２
時
間

30
分
、
下
り
約
２
時
間

▽
問
合
せ　

鳥
屋
山
山
開
き
実

行
委
員
会
事
務
局
（
喜
多
方

市
高
郷
総
合
支
所
産
業
課
内
）�

☎
０
２
４
１
―
44
―
２
１
１
４

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

kitakata-kanko.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

　

家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
る
マ

マ
さ
ん
、
少
し
立
ち
止
ま
り
、

生
活
を
見
直
す
こ
と
で
「
心
の

ゆ
と
り
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
隙
間
に
自
分
の
時
間
を

作
り
、
笑
顔
の
毎
日
を
つ
か
み

ま
し
ょ
う
。

▽
期
間　

５
月
23
日
～
９
月
12

日
の
毎
週
火
曜
日
（
夏
休
み
期

間
は
除
く
）
全
10
回

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

手
帳
術
、
誕
生
学
、

発
達
障
害
に
つ
い
て

▽
定
員　

20
人
（
保
育
室
利
用

者
16
人
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
保
育
室
未
経
験
者
を
優
先
し

抽
選
）

【
保
育
利
用
に
つ
い
て
】

対
象　

平
成
28
年
８
月
23
日
生

ま
れ
～
就
学
前
の
乳
幼
児
／
保

育
の
申
込
期
限　

５
月
10
日
㈬

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、「
食
べ

る
」
は
成
長
す
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
文
化
を
感
じ
た
り
、
社

会
と
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
り
、
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

毎
日
の
食
事
を
そ
ん
な
視
点

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

成
人
の
方

▽
開
催
日
等　

下
表
の
と
お
り

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館

▽
定
員　

30
人
（
保
育
室
利
用

者
12
人
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
保
育
室
未
経
験
者
を
優
先
し

抽
選
）

【
保
育
利
用
に
つ
い
て
】

対
象　

平
成
28
年
８
月
11
日
生

ま
れ
～
就
学
前
の
乳
幼
児
／
開

催
日
・
内
容　

５
月
11
日
㈭
は

慣
ら
し
保
育
・
保
育
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。
７
月
13
日
㈭
は

保
育
懇
談
会
／
時
間　

午
前
10

時
～
11
時
30
分
／
保
育
の
申
込

期
限　

５
月
２
日
㈫

▽
申
込
み　

上
北
台
公
民
館
☎

042
―
567
―
２
６
９
１
ま
で
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込

み
が
で
き
ま
す
。

交通災害共済「ちょこっと共済」の加入受付を行っています わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。ぜひご加入ください／問合せ　
土木課・内線１２１３まで。

平
和
文
集
の

　

原
稿
を
募
集
し
ま
す

「
い
ま
、
語
り
継
ぎ
た
い
こ
と
」
～
戦
争
と
平
和
～

保
育
付
講
座

時
間
の
余
裕
は
心
の
余
裕

幸
せ
へ
の
道
し
る
べ･

ス
マ
イ
ル
マ
マ
講
座

保
育
付
講
座

子
ど
も
は

食
べ
て
、
育
つ

疾
走･

激
走･

感
動
を
見
る

第
27
回

多
摩
湖
駅
伝
大
会

　
　
　

写
真
展
示

国
民
健
康
保
険

国
保
温
泉
セ
ン
タ
ー

　

割
引
利
用
券
を

　
　
　

配
布
し
ま
す

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に

　
　
　

出
か
け
よ
う
！
」

鳥と
や
さ
ん

屋
山 

山
開
き

ご
利
用
く
だ
さ
い

新
聞
多
摩
版

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

開催日 内容 講師
5 月 18 日㈭ 子どもの食生活は難しくない 幕内秀夫氏

（フーズ＆ヘル
ス研究所代表）

5 月 25 日㈭ いまの食事、何に気をつけるか
6 月 1 日㈭ 具体的にどうすればいいのか？
6 月 8 日㈭ 話してみよう、私たちができること
6 月 15 日㈭ 子どもを台所に誘ってみませんか？　 大場満枝氏

（キッズキッチン
協会認定インス
トラクター）

6 月 22 日㈭ 食の安全、安全な食材の選び方
6 月 29 日㈭ 子どもが料理することとは
7 月 6 日㈭ 災害のとき､ 何する？どうする？

公
園
に
出
か
け
よ
う
！

「
冒
険
あ
そ
び
」を

開
催
し
ま
す
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各
駅
周
辺
の
自
転
車
等
駐
車

場
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
駐
輪

場
の
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
一
時
的
に
駐

輪
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
た

り
、
駐
輪
場
所
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
駅
ま
で
お
お
む

有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分
けて排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで

ね
800
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
住
ま

い
の
方
の
自
転
車
等
利
用
の
自

粛
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
各
駅
周
辺
駐
輪
場
の

有
料
化
に
伴
う
利
用
申
込
み
は
、

決
定
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１�

２
１
３
ま
で
。

　

上
北
台
一
丁
目
か
ら
武
蔵
村

山
市
神
明
四
丁
目
区
間
に
お
い

て
、
東
京
都
が
進
め
て
い
る
新

青
梅
街
道
拡
幅
事
業
に
伴
い
、

沿
線
の
土
地
利
用
に
変
化
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
市
は
、
地
区

計
画
制
度
や
用
途
地
域
等
の
変

更
に
よ
る
地
区
の
街
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、
東
大
和
市
街
づ

◎
雨
水
浸
透
施
設
設
置
補
助
金

（
雨
水
浸
透
ま
す
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
一
戸

建
て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人
。

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
は
除

く
。

▽
ご
み
排
出
ル
ー
ル
３
箇

条①
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で

に
所
定
の
場
所
へ
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
不
燃
ご
み
の
収
集
日

に
、有
害
ご
み
・
ス
プ
レ
ー

缶
類
、
紙
類
・
布
類
は
排

出
で
き
ま
せ
ん
。

③
注
意
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ

た
も
の
は
、
正
し
く
出
し

く
り
条
例
に
基
づ
き
、懇
談
会
、

原
案
の
縦
覧
、説
明
会
を
行
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
等
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
芋
窪
六
丁
目
・
上
北

台
一
丁
目
地
区
地
区
計
画
及
び
用

途
地
域
等
変
更
の
案
を
作
成
し

た
の
で
、
東
大
和
市
街
づ
く
り

条
例
に
基
づ
き
縦
覧
及
び
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
区
域

は
、都
市
計
画
課
（
市
役
所
２
階
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
及
び
意
見
書
の
提
出
】

▽
期
間　

４
月
17
日
㈪
～
５
月

８
日
㈪

▽
場
所　

都
市
計
画
課

※
期
間
中
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
説
明
会
】

▽
日
時　

４
月
21
日
㈮
午
後
７

時
～
８
時
30
分
、
４
月
22
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分
及
び
午

後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　

芋
窪
集
会
所
（
芋
窪

４
―
１
５
５
３
―
４
）

※
説
明
会
の
内
容
は
、
３
回
と

も
同
じ
で
す
。
会
場
に
は
徒
歩
、

自
転
車
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
５
ま
で
。

▽
補
助
金
額　

工
事
に
要
し
た

費
用
の
４
分
の
３
以
内
（
限
度

額
７
万
円
）

◎
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金

（
雨
水
タ
ン
ク
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
建
物

を
所
有
す
る
個
人

▽
補
助
金
額　

設
置
に
要
し
た

費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

額
３
万
５
千
円
）

【
共
通
事
項
】

▽
対
象
工
事　

平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
設
置
工

事
等

▽
申
請
場
所　

下
水
道
課
（
市

役
所
２
階
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

直
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
収
集
袋
に
入
っ

て
い
て
も
、
正
し
く
分

別
さ
れ
て
い
な
い
も
の

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

◎
廃
棄
物
の
広
報
紙

「
ご
ろ
す
け
だ
よ
り
」

　

広
報
紙
「
ご
ろ
す
け

だ
よ
り
」
第
４
号
を
５

月
以
降
に
、
順
次
全
戸

配
布
し
ま
す
。

◎
祝
日
の
ご
み
収
集

　

５
月
３
日
㈬
～
５
日

㈮
の
ご
み
収
集
は
、
ご

み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ

は
、
ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

各
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の

　

整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す

各駅周辺の自転車等駐車場の名称
駅名 № 整備後の名称

東大和市駅

① 西武スマイルパーク東大和市駅前第 1 駐輪場
② 西武スマイルパーク東大和市駅前第 3 駐輪場
③ 西武スマイルパーク東大和市駅前第 4 駐輪場
④ 西武スマイルパーク BIGBOX 東大和駐輪場
⑤ 西武鉄道第 1 駐輪場
⑥ 小平市営有料自転車駐車場
⑦（閉鎖）

武蔵大和駅
① 武蔵大和駅第 1 公共自転車等駐車場
② 武蔵大和駅第 2 公共自転車等駐車場
③ 西武スマイルパーク武蔵大和駅前駐輪場

玉川上水駅

① 玉川上水駅第 1 公共自転車等駐車場
② 玉川上水駅第 2 公共自転車等駐車場
③ 玉川上水駅第 3 公共自転車等駐車場
④ 玉川上水駅第 4 公共自転車等駐車場
⑤ 玉川上水駅第 5 公共自転車等駐車場
⑥ 玉川上水駅第 6 公共自転車等駐車場
⑦ 西武スマイルパーク玉川上水駅北口駐輪場
⑧ 西武スマイルパーク玉川上水駅北口第 2・3 駐輪場

桜街道駅

① 桜街道駅第 1 公共自転車等駐車場
② 桜街道駅第 2 公共自転車等駐車場
③ 桜街道駅第 3 公共自転車等駐車場
④ 桜街道駅第 4 公共自転車等駐車場
⑤（閉鎖）

上北台駅

① 上北台駅第 1 公共自転車等駐車場
② 上北台駅第 2 公共自転車等駐車場
③ 上北台駅第 3 公共自転車等駐車場
④ 上北台駅第 4 公共自転車等駐車場
⑤ 上北台駅第 5 公共自転車等駐車場
⑥ 上北台駅第 6 公共自転車等駐車場

整備工事概要

駅名 整備工事
予定期間

駐輪場の整備工事実施順序
（位置図参照）

整備工事期間中の
仮設駐輪場 有料化実施時期

東大和市駅 7月 ②・③　 東大和市駅改札東側高
架下（位置図参照） 平成 29 年 8 月

武蔵大和駅 5月～ 9 月 ②→①→③ 東京都水道局官舎跡地
駐車場（位置図参照） 平成 29 年 10 月

玉川上水駅 5月～10 月 ⑤（※）・⑥（※）→③→①
→④→②

現在、仮設駐輪場を調
整中です。決定次第、
お知らせします。

平成 29 年 11月

上北台駅 5月～10 月 ⑥（※）→③→⑤→①・②
→④ 仮設駐輪場は設けませ

ん。
平成 29 年 11月

桜街道駅 7月～10 月 ③（※）→④→①・② 平成 29 年 11月

（注）  整備工事は、新設の駐輪場（※印）から実施していきます。整備工事が完了した駐
輪場は、有料化実施までの間は、一時的に無料で駐輪ができます。東大和市駅第 4
駐輪場（位置図東大和市駅周辺図の⑦の箇所）は、7 月末で閉鎖します。詳細は、各
駐輪場への看板の設置等によりお知らせする予定です。

芋
窪
六
丁
目･

上
北
台
一
丁
目
地
区

地
区
計
画
及
び
用
途

地
域
等
の
変
更
の
案

縦
覧
・
説
明
会

雨
水
浸
透
施
設
・

雨
水
貯
留
槽
の

設
置
補
助
制
度

ごみの
分別・減量に
ご協力ください

ごみの排出方法一覧
品目 排出方法

可燃ごみ、不燃ごみ、
容器包装プラスチック

有
料指定収集袋に入れて排出

紙類・布類
紙類は品目ごとにひもで束ねるか紙袋に入れて
排出。
布類は透明または半透明の袋に入れて排出。

ペットボトル 透明または半透明の袋に入れて排出。

缶・びん 収集かごに品目ごとに入れて排出

スプレー缶類 使い切り、穴を開けて透明また
は半透明の袋に入れて排出。

缶・び ん の
収集かごに
は入れない
でください。

有害ごみ（乾電池、蛍光管、
ライター、水銀体温計等）

品目ごとに分けて、透明または
半透明の袋に入れて排出。

③

スーパー 
●

新青梅街道

④ 

③

⑤⑥ ①

②

上
北
台
駅

芋
窪
街
道

③

●郵便局 

仮設駐輪場

都道128号線

①

②

武
蔵
大
和
駅

③

桜街道駅 

●飲食店

⑤

① ②

④

飲
食
店
●

芋
窪
街
道

用水北
通り 

① ②

銀行●

スケート場  

③

④

⑤

⑥

⑦

青
梅
街
道

●
飲
食
店

仮設駐輪場

東大和市駅

桜街道

③

①

②

スーパー コンビ二 
● ●

コンビ二 

多摩都市
モノレール
玉川上水駅 

西武線
玉川上水駅

⑥④

⑤⑦ 

⑧

芋
窪
街
道

都
立
東
大
和
南
公
園

玉
川
上
水
駅
周
辺
の

自
転
車
等
駐
車
場

武蔵大和駅周辺の
自転車等駐車場

上北台駅周辺の
自転車等駐車場

桜街道駅周辺の
自転車等駐車場

東大和市駅周辺の
自転車等駐車場



第六小学校

江戸街道

清原歯科
医院

新青梅
街道

け
や
き
通
り

東やまと市報
市役所☎042-563-2111（代） 東やまと市報 2 0 1 7・4・15 8

■
平
成
29
年
度
予
防
接
種
費
用

の
助
成
制
度

　

市
で
は
、
定
期
予
防
接
種
の

期
間
中
に
、
や
む
を
得
な
い
事

情
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
が
、

自
己
負
担
で
受
け
た
任
意
接
種

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
の
予
防
接
種　

麻
し
ん
風

し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
は
２
歳
～

18
歳
以
下
。
そ
の
他
は
、
定
期

予
防
接
種
の
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
か
ら
１
か
月
以
内
に
接
種
し

た
予
防
接
種
／
申
請
期
限　

接

種
当
日
を
含
む
90
日
以
内
。
接

種
日
が
平
成
30
年
１
月
以
降
の

場
合
は
、
平
成
30
年
３
月
30
日

ま
で
。

※
助
成
額
や
申
請
方
法
等
を
説

明
し
ま
す
の
で
、
接
種
前
に
必

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
Ｂ
型
肝
炎
は
、
定
期
予
防
接

種
の
対
象
と
な
っ
た
平
成
28
年

４
月
以
降
生
ま
れ
の
方
の
３
回

目
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
４
月
～
７
月
生
ま
れ
の
方

は
、
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
４

月
～
５
月
中
旬
に
、
個
別
に
ご

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

■
結
核
住
民
検
診
（
検
診
車
）

　

結
核
の
多
く
は
感
染
後
６
か

月
か
ら
２
年
で
発
病
し
ま
す
が
、

感
染
後
長
い
年
月
を
経
て
か
ら

発
病
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
免
疫
を
抑
え
る
薬
等
を

使
用
し
て
い
る
方
や
抵
抗
力
の

低
い
乳
幼
児
が
か
か
る
と
、
重

症
化
し
、
命
に
関
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

長
引
く
咳せ

き
や
痰た

ん
等
の
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
検
診
を
待

た
ず
に
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◎
平
成
29
年
度
結
核
住
民
検
診

日
程

①
市
内
在
住
で
、
昭
和
28
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
／

日
程
・
場
所　

左
表
の
と
お
り

②
市
内
在
住
で
、
昭
和
28
年
４

月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
／
９
月
12
日
㈫
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

【
共
通
事
項
】

受
付
時
間　

午
前
９
時
15
分
～

10
時
45
分
／
撮
影
時
間　

午
前

９
時
30
分
～
11
時
／
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

◦
１
年
度
に
１
回
ま
で
の
受
診

と
な
り
ま
す
。

◦
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
の
装
飾
品
、

ボ
タ
ン
や
金
属
の
付
い
た
衣

類
、下
着
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
上
半
身
は
脱
ぎ
着
し
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
放
射
線
）
撮

影
で
す
。
他
の
放
射
線
を
使

用
し
た
検
査
の
予
定
が
あ
る
方

は
、
時
期
等
を
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

５
２
１
１
ま
で
。

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
「
あ

な
た
の
血
管
年
齢
は
何
歳
？
」

　

血
管
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
状
態
を
知
っ
て
、

若
々
し
い
血
管
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

　

概
ね
65
歳
未
満
の
方
／
日

時
・
内
容
・
講
師
等　

左
表
の

と
お
り
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／
20
人
程
度（
申
込
順
）

①
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査

　

市
内
在
住
で
40
歳
～
74
歳
の

方
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く

〔
胃
・
十
二
指
腸
疾
患
で
治
療
中

の
方
、
胃
酸
分
泌
抑
制
剤
（
プ

ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
）
を
服

用
中
ま
た
は
２
か
月
以
内
に
服

用
し
て
い
た
方
、
ピ
ロ
リ
菌
除

菌
治
療
歴
の
あ
る
方
、
今
年
度

に
胃
内
視
鏡
検
査
ま
た
は
市
の

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

を
受
診
予
定
の
方
、
胃
切
除

ま
た
は
胃
が
ん
既
往
歴
の
あ
る

方
、
腎
不
全
（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

3.0
以
上
）・
腎
機
能
障
害
の
あ
る

方
、
妊
娠
ま
た
は
授
乳
中
の
方
、

過
去
に
市
の
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

査
を
受
け
た
方
〕
／
実
施
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
７
月
31
日
㈪（
医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）
／

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
東
大

和
市
・
小
平
市
・
武
蔵
村
山
市
）

／
400
人
（
抽
選
）
／
血
液
検
査
、

問
診
／
５
月
下
旬
に
受
診
可
能

な
方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

②
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女

性
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く

■
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
～
女

性
対
象
の
創
業
塾
（
入
門
編
）

　

起
業
を
考
え
て
い
る
け
れ
ど
、

何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
方
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

い
ろ
は
を
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
し
っ
か
り
学
ん
で
い
た
だ
け

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
で
す
。

　

５
月
24
日
・
31
日
、
６
月
７

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
５
月
10
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
４
月
17
日
㈪
か
ら
受
付
開

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作

り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者
の

み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は

だ
っ
こ
ひ
も

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

５
２
１
１
ま
で
。

日
・
14
日
・
21
日（
全
て
水
曜
日
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４

時（
全
日
程
の
参
加
が
前
提
）
／

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東
京

校
／
定
員　

30
人
／
参
加
費　

三
、〇
〇
〇
円
／
申
込
方
法
や

詳
細
は
、「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス

ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
／
ビ
ジ
ネ
ス
ト
担
当

☎
042
―
565
―
１
１
９
５
へ
。

（
平
成
28
年
４
月
～
平
成
29
年
３

月
に
市
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
ま

た
は
ク
ー
ポ
ン
券
の
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
）
／
実
施

期
間　

６
月
１
日
㈭
～
７
月
31

日
㈪
（
医
療
機
関
の
休
診
日
は

除
く
）
／
場
所　

阿
部
産
婦
人

科
、
川
田
医
院
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
マ
リ
ア
ヴ
ィ
ラ
、
東
大

和
病
院
附
属
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
825
人（
抽
選
）／
問
診
、

子
宮
頸
部
の
細
胞
採
取
と
検
査

／
５
月
下
旬
に
受
診
可
能
な
方

へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

③
肺
が
ん
検
診
（
大
腸
が
ん
検

診
と
の
セ
ッ
ト
検
診
が
可
能
）

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く
（
呼
吸

器
疾
患
で
治
療
中
ま
た
は
経
過

観
察
中
の
方
、
肺
が
ん
の
診
断

を
受
け
た
方
、
妊
娠
中
ま
た
は

妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
）

／
７
月
１
日
㈯
午
前
及
び
午
後
、

７
月
４
日
㈫
午
前
及
び
午
後
、

７
月
５
日
㈬
午
前
の
み
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
（
検
診
車
）

／
500
人
（
抽
選
）
／
問
診
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影
等
／

６
月
中
旬
以
降
に
受
診
可
能
な

方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

▽
大
腸
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト

検
診
を
希
望
す
る
場
合　

同
時

に
実
施
す
る
大
腸
が
ん
検
診

は
、
肺
が
ん
検
診
の
検
査
日
に

検
体
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
女
性
の
方
は
、
月
経
期
間
の

検
査
は
控
え
て
く
だ
さ
い
）
／

問
診
、便
潜
血
検
査
（
２
日
法
）

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

す
る
方
は
、
６
月
の
募
集
時
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
前
立
腺
が
ん
検
診
（
特
定
健

診
と
の
同
時
実
施
）

　

市
内
在
住
の
50
歳
以
上
で
、

特
定
健
診
を
受
診
す
る
男
性
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

に
該
当
す
る
方
（1）
社
会
保
険
に

加
入
し
、
指
定
医
療
機
関
で
特

定
健
診
を
受
診
す
る
方
（
集
合

Ｂ
契
約
）
（2）
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
（3）
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
（4）
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
（
（1）
～
（4）
に
該
当
の
な
い
方

は
７
月
の
募
集
時
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）
／
実
施
期
間　

特
定
健
診
受
診
券
の
有
効
期
間

内
（
特
定
検
診
の
種
類
で
期
限

が
異
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
の

休
診
日
は
除
く
）
／
場
所　

特

定
健
診
医
療
機
関
／
400
人
（
抽

選
）
／
問
診
、血
液
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）

検
査
／
５
月
下
旬
に
受
診
可
能

な
方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

⑤
成
人
健
康
診
査
（
若
年
層
）

　

市
内
在
住
の
20
歳
～
39
歳

（
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成

10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
健

診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

（
治
療
中
の
方
、
職
場
で
の
健

診
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

／
６
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮
（
医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）
／

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
東
大

和
市
・
小
平
市
・
武
蔵
村
山
市
）

／
240
人
（
抽
選
）
／
身
長･

体

重
測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
等

【
検
診
（
健
診
）
の
申
込
方
法
】

◦
は
が
き
：
次
の
と
お
り
記
入

し
、５
月
８
日
㈪
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
申
込
専
用
は
が
き
」
が
、

４
月
上
旬
に
全
戸
配
布
し
た
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に
付
い

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い（
追
加
を
希
望
す
る
方
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
し
ま
す
）。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１
検

診
（
健
診
）
の
申
込
み
で
す
。

◦
電
子
申
請
：
５
月
８
日
㈪
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
窓
口
：
５
月
８
日
㈪
午
後
５

時
ま
で
に
、市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

５
２
１
１
ま
で
。

◦
４
月
29
日
㈯
／
清
原
歯
科
医

院
（
清
原
２
―
１
２
５
８
―
14

東
大
和
ビ
ル
１
階
）
☎
042
―
562

―
６
１
２
２

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
／
持
ち
物　

保
険
証

（
お
持
ち
の
方
は
乳
幼
児
医
療

証
等
）
／
受
診
前
に
歯
科
医
療

機
関
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
の

輪
番
制
の
た
め
、
毎
回
場
所
が

異
な
り
ま
す
／
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま

で
。

〈平成 29 年度 結核住民検診日程〉

日程 場所
５月９日㈫ 清原市民センター

６月 13 日㈫ 市立保健センター

10 月 17 日㈫ 市立保健センター

平成 30 年１月９日㈫ 狭山公民館

平成 30 年２月 13 日㈫ 市立保健センター

日時 内容・講師 持ち物等

５月 18 日㈭
午後 1 時 30 分～４時

医師の講話（林秀和氏）
血管年齢測定と結果説明（保健師）

筆記用具、健康手帳（お持
ちの方）

５月 25 日㈭
午後 1 時 30 分～４時

運動の実技と講話（運動指導士）
歯科の講話（歯科衛生士）

筆記用具、健康手帳、
飲み物、動きやすい服装

５月 31 日㈬
午前９時 30 分～

午後０時 30 分
栄養講話と調理実習（栄養士） 筆記用具、健康手帳、

三角巾、エプロン

検
診
・
健
診

東
大
和
市
中
央
3
―
918
―
1

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

※ 

○
○
○
○
申
込
み
〔
希
望
す

る
検
診(

健
診)

名
を
記
入
〕

2 0 7 0 0 1 552円分
の

切手４
月
の
祝
日
等

　

歯
科
応
急
診
療

熱中症にご注意ください 熱中症は、５月頃から起こり始めます。本格的に暑くなる前から、水分補給や服装の工夫など熱中症に気をつけましょう／問合
せ　市立保健センター☎ 042-565-5211 まで

その他の検診（健診）用

１．申込者の住所

２．氏名（ふりがな）

３．生年月日・年齢・性別

（はがきウラ）

肺がん検診用

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．生年月日・年齢・性別
４．電話番号
５．検診日時
※ 大腸がん検診同時実施の有無

も記入してください。

①　７月１日（土）午前
②　７月１日（土）午後
③　７月４日（火）午前
④　７月４日（火）午後
⑤　７月５日（水）午前

※ 上記から第１～第３希望日を
選び記入してください。

（はがきウラ）

子宮頸がん検診用

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．生年月日・年齢
４．医療機関名
　第１希望　　○○医療機関名
　第２希望　　○○医療機関名
　第３希望　　○○医療機関名
　※ 第３希望までの医療機関名

を記入してください。

（はがきウラ）
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■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

労
働
者
派
遣
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
、
労
働
者
派
遣
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
、

（
公
財
）
東
京
し
ご
と
財
団
に

雇
用
さ
れ
た
労
働
者
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
、
事
業
主
（
派
遣
先
）

か
ら
指
揮
命
令
を
受
け
、事
務
、

営
業
、
品
出
し
、
接
客
、
調
理
、

運
転
、
製
造
補
助
な
ど
の
仕
事

に
従
事
し
ま
す
。

　

60
歳
以
上
の
方
の
入
会
・
事

業
主
か
ら
の
発
注
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
０
５
３
１

へ
。

■
地
域
就
職
面
接
会

　

市
で
は
、
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
及
び
近
隣
市
と
の
共

催
で
、「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

及
び
「
就
職
面
接
会
」（
共
に

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
共
催
就

業
支
援
事
業
）を
開
催
し
ま
す
。

○
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

　

就
職
面
接
会
に
向
け
、「
面
接

で
の
可
能
性
を
広
げ
る
伝
え
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
21
日
㈮
午
前
10
時
～
正

午
／
定
員　

30
人
（
事
前
申
込

制
）
／
申
込
み　

東
京
し
ご
と

セ
ン
タ
ー
多
摩
☎
042
―
329
―

４
５
２
４
へ
。

○
就
職
面
接
会

　

参
加
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
面
接
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
21
日
㈮
午
後
１
時
～
４

時
／
参
加
企
業　

約
10
社
の
企

業
が
参
加
予
定
／
求
人
内
容

は
、
開
催
日
の
約
１
週
間
前
に

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

（
国
分
寺
市
南
町
３
―
22
―
10
）

で
掲
示
し
ま
す
。
な
お
、
同
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
共
通
事
項
〉

場
所　

立
川
商
工
会
議
所
（
立

川
市
曙
町
２
―
38
―
５
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）
／
持
ち
物　

履
歴
書
（
複
数
枚
）
／
東
京
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
☎
042
―
329

―
４
５
２
４
、
ま
た
は
産
業
振

興
課
・
内
線
１
０
７
５
ま
で
。

□
意
見
交
換
会
～
み
ん
な
で
図

書
館
に
つ
い
て
語
り
合
お
う
～

（
図
書
館
の
指
定
管
理
者
問
題
・

東
大
和
市
民
の
会
）
／
４
月
23

日
㈰
午
後
２
時
～
４
時
／
場
中

央
公
民
館
／
30
人
（
当
日
先
着

順
）
／
自
由
な
意
見
交
換
・
話

し
合
い
／
問
吉
田
042
―
564
―

１
３
０
０
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

□
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

と
歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ
ー

ダ
ー
会
）
／
４
月
25
日
㈫
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
東
大
和
元

気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
と
皆
で
歌
を

歌
う
集
い
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演

奏
で
懐
か
し
い
歌
、
叙
情
豊
か
な

歌
を
大
き
な
声
で
歌
い
ま
し
ょ
う

／
費
100
円
／
持
飲
料
水
／
問
後

藤
042
―
562
―
９
５
５
８

□
第
85
回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕（
ソ
フ
ト

※
凡
例　

場
場
所
、
講
講
師
、

費
費
用
（
記
載
な
し
は
無
料
）、

入
入
会
金
、
月
月
会
費
、
持
持

ち
物
、
問
問
合
せ
、
申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
、
記

事
の
主
催
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
中
学
生

以
上
の
方
／
５
月
14
日
㈰
午
前

８
時
～
午
後
６
時
（
予
備
日
６

月
４
日
㈰
）
／
場
東
大
和
市
ロ
ン

ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／
90
人
（
申

込
順
）
／
１
チ
ー
ム
６
人
の
ク
ラ

ス
分
け
団
体
戦
／
費
１
チ
ー
ム

三
千
円
／
申
５
月
４
日
ま
で
に

貴
島
042
―
511
―
１
８
５
７
へ
。

□
第
24
回
み
ん
な
の
家
ま
つ
り
作

品
市
（
み
ん
な
の
会
）
／
５
月
14

日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２
時
／
バ

ザ
ー
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

（
古
着
、
人
形
、
大
型
家
具
、
家
電

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
／
問
第
二

み
ん
な
の
家
042
―
567
―
０
２
６
７

□
第
28
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
東
大

和
場
所
選
手
募
集
（
東
大
和
青

年
会
議
所
）
／
市
内
小
学
生
／

５
月
14
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

／
場
第
十
小
学
校
体
育
館
／
個

人
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
４
～
６
年

生
は
男
女
別
）
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
申
４
月

30
日
ま
で
に
東
大
和
青
年
会
議

所
042
―
562
―
９
９
７
７
へ
。

□
会
員
募
集
（
ふ
れ
あ
い
園
芸

サ
ロ
ン
・
な
で
し
こ
）
／
緑
・
花
・

土
い
じ
り
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
興

味
が
あ
る
方
／
毎
週
月
曜
日
午

前
９
時
30
分
～
11
時
／
場
向
原

中
央
公
園
／
介
護
予
防
の
目
的

で
向
原
中
央
公
園
の
花
壇
で
土
い

じ
り
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
し
ま
す

／
費
１
回
100
円
／
問
棚
橋
090
―

６
５
２
０
―
６
４
１
８

□
ペ
ン
習
字
会
員
募
集
（
ヤ
マ
ト
）

／
毎
月
第
１・３
月
曜
日
午
前
10

時
～
正
午
／
場
清
原
市
民
セ
ン

タ
ー
／
入
三
千
円
／
月
二
千
円
／

問
小
屋
敷
042
―
561
―
３
４
２
５

□
Ｈ
ｉ
ｐ
Ｈ
ｏ
ｐ
ダ
ン
ス
会
員
募

集
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
／
４
歳
以
上
／
金・

土
曜
日
午
後
６
時
～
９
時
30
分

／
場
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
・
蔵
敷

公
民
館
／
月
三
千
五
百
円
／
問

小
林
080
―
６
６
１
７
―
２
７
１
９

□
太
極
拳
会
員
募
集
（
太
極
拳

一
楽
庵
）
／
高
校
生
以
上
／
毎
週

土
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
30
分

／
場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の

体
育
館
／
気
功
法
を
と
り
入
れ

た
太
極
拳
／
月
二
千
円
／
問
大

村
090
―
５
５
７
７
―
６
２
２
７

□
感
染
研
市
民
セ
ミ
ナ
ー
第
40
回

「
く
ら
し
に
役
立
つ
病
気
の
知
識
～

薬
剤
耐
性
菌
に
つ
い
て
」（
国
立
感

染
症
研
究
所
村
山
庁
舎
）
／
５
月

13
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
15
分

　

平
日
に
納
税
相
談
・
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
土
曜
開
庁
に
伴
う
収
納
窓

口
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
４
月
29
日
の
土
曜
収
納
窓
口

は
お
休
み
し
ま
す
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

（
受
付
は
９
時
30
分
か
ら
）
／
場
国

立
感
染
症
研
究
所
村
山
庁
舎
／
問

同
研
究
所
042
―
561
―
０
７
７
１

□
第
10
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

～
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
主

催
、
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
五
市
（
東

大
和
市
、
立
川
市
、
日
野
市
、

八
王
子
市
、
多
摩
市
）
後
援
で
、

第
10
回
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
各
駅
設
置
の
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
及
び
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
多
く
の
作
品
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
応
募
締

切　

５
月
31
日
（
当
日
消
印
有

効
）
／
表
彰　

最
優
秀
賞
１
人
：

５
万
円
、
優
秀
賞
12
人：１
万
円
、

特
別
賞
６
人
、
10
回
記
念
特
別

賞
：
６
人
、
佳
作
６
人
／
応
募

先　

ウ
ェ
ブ
で
の
応
募
は
多
摩
モ

ノ
レ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

宅
配
便
・
郵
送
の
場
合
は
、
多
摩

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
「
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
係
（
〒
190
―
0015
立
川
市

泉
町
１
０
７
８
―
92
）
／
問
同

係
☎
042
―
526
―
７
８
１
８

身体を動かして、
ロコモを予防しましょう

　動くと汗ばむ季節になりました。薄着に
なって、身体を動かす時間を増やし、ロコ
モ ( 骨や関節、筋肉などの運動器の機能が
低下し、要介護や要介護のリスクが高い状
態）を予防しましょう。
【まずはロコモチェックをしましょう】
◦家の中でつまずいたり滑ったりする
◦片足立ちで靴下が履けない
◦ 15 分歩き続けるのが難しい
◦横断歩道を青信号の間に渡りきれない
◦階段を上がるのに手すりが必要
◦�牛乳パック２個位の重さの荷物を買い物
して持ち帰るのが難しい
◦�布団の上げ下ろしなど、やや重い家事が
困難

　これらは、骨・関節、筋肉など運動器の
機能が低下してきている時にみられる症状
で、１つでも当てはまるものがあれば、ロ
コモの可能性があります。ロコモを予防・
改善するには、日頃から身体を動かし、骨
や筋肉の衰えを防ぐことが大切です。
　ウォーキングは手軽に行うことができ、
骨や筋肉の衰えを防ぐだけでなく、肥満や
糖尿病などの生活習慣病の予防・改善、心
肺機能や免疫機能の向上、ストレス解消の
効用もあります。ポイントは、週３日以上・
１日 30 分以上と言われていますが、負担
になることもあるので、「１つ先のバス停ま
で歩く」「今行っている運動を 10分増やす」
など、身体を動かすことを少し増やすとこ
ろから取り入れてみましょう。
　市立保健センターの健康教室では、運動
実技もプログラムに組み入れて行っていま
す。また、市にはウォーキングマップや
ウォーキングイベントもありますので、ご
家族で利用してください。
　健康に関する相談・問合せは、市立保健
センター（☎ 042-565-5211）まで。

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の

届
出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１�

０
４
１
ま
で
。

◎
市
税・国
民
健
康
保
険
税

土
曜
収
納
窓
口

≪今月の納期≫
納期限　５月１日㈪

◦国民健康保険税 過年度分第１期
◦介護保険料 過年度分第１期
　お問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで

◦後期高齢者医療保険料 過年度分第１期
　お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

健康ひとくちメモ

市税・国民健康保険税はコンビ二エンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
の

利
用
は
、
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

◦
「
が
ん
」
に
な
る
っ
て
ど

ん
な
こ
と
？

林�

和
彦�

編
著

◦
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い

君
へ

森
實�

敏
彦�

著

◦
老
後
ぐ
ら
い
好
き
に
さ
せ

て
よ

野
末�

陳
平�

著

〈
児
童
書
〉

◦
ぼ
く
と
ベ
ル
さ
ん　

ロ
イ
，
フ
ィ
リ
ッ
プ�

著

◦
き
ん
の
つ
の
の
し
か

宮
川�

や
す
え�

再
話

〈
録
音
図
書
〉

◦
人
に
心
を
開
い
て
も
ら
い

た
い
時
、
私
が
必
ず
や
る
こ

と
、
や
ら
な
い
こ
と
。

久
本�

雅
美�

著

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ



市民記者
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教えるから伝えるへ
　マラソンや駅伝のテレビ中継を見ていると、
選手たちがフラフラになりながらゴールをした
直後に振り返り、走ってきたコースに向かって
頭を下げる光景を良く見ます。世界陸上やオリ
ンピック・パラリンピックでも、日本人だけに
見られる光景です。
　サッカーのワールドカップでも、日本戦の観
客席は毎回サポーターの方たちがゴミ袋を持
ち、“来た時よりも綺麗に！”とゴミを拾って
帰ることに、多くの外国の人々が驚いていたそ
うです。
　日本で震災が起こり、多くの外国の支援部隊
が避難所を訪れた際に、避難している日本人か
らお礼を言われ、お茶を頂いたことに大変驚い
たとテレビで見ました。また、支援物資を配給
する時も一列に並び、礼儀正しくお礼を言って
受け取る日本人の姿勢が多くの国で報道されて
いました。
　このような行動や言葉は、誰かに言われたか
らではなく、自然と出るものです。それは日本
人のいいところだと思います。多くのことを子
どもたちに教えることはできます。しかし、こ
の様な行動や言葉は、教えてもらってできるも
のではなく、親や先生などから伝わって来るも
のではないでしょうか。私たちは、これからも
多くのことを子どもたちに残さなければなりま
せん。教えることも大切ですが、伝えなければ
ならないこともたくさんあると思います。
　私は、東大和市の小学校を時々訪問し、ボラ
ンティアのお話やスポーツ指導などを行うこと
がありますが、学校で教えてもらうこと以外に
私から何を伝えられるかを意識して、子どもた
ちとの時間を大切にしていきたいと思います。

（市民記者　大隈広貴）

東やまと市報
市役所☎042-563-2111（代） 東やまと市報 2 0 1 7・4・15 10

新規に発売する自主事業

●ハミング・ザ・シネマ夏
①「スタンド・バイ・ミー」②「セ
ッション」
　７月15日㈯①午後１時上映
②午後３時30分上映／小ホー
ル　全席自由（全入替制）／
各回 500円／一般販売は 4月
15日㈯から電話予約を、16日
㈰から窓口販売を開始します。
●由紀さおり・安田祥子コン
サート 2017
　７月22日㈯午後 3時開演
／大ホール　全席指定／一般
6,000 円（友の会 5,500 円）、3
歳未満のひざ上鑑賞は無料、
座席が必要な場合は有料／一
般発売は４月15日㈯から電話

予約を、16日㈰から窓口販売
を開始します。
●真夏に響けハーモニー
～岡本知高・榎本潤・東大和
少年少女合唱団～
　８月６日㈰午後４時開演／
大ホール　全席指定／大人
3,000円（友の会 2,500円）、子
ども2,000円（3歳以上中学生
以下）、3歳未満のひざ上鑑賞
は無料／友の会先行予約は４
月25日㈫～ 28日㈮（電話予
約のみ）、一般販売は４月29
日㈯から電話予約を、30日㈰
から窓口販売を開始します。
●スティールパンライブ！～
感じようカリブの風～
　８月11日（祝日）午後 3時
開演／小ホール　全席自由／
一般2,500円（友の会1,500円）、
子ども1,000 円（５歳以上小
学生以下）／友の会先行予約
は５月９日㈫～12日㈮（電話
予約のみ）、一般販売は 13日
㈯から電話予約を、14日㈰か
ら窓口販売を開始します。

チケット発売中の自主事業

●劇団四季ファミリーミュー
ジカル「ガンバの大冒険」
　５月27日㈯午後４時開演
／大ホール　全席指定／大人
5,400円（友の会 4,900円）、小
学生以下3,240円（公演当日３
歳以上小学６年生以下）、３歳
未満の着席鑑賞は有料。

ロビーコンサート

●第194回ロビーコンサート
卯月
　４月26日㈬正午開演／入場無料
5 月の施設利用の申込み

施設名 申込対象月
大・小ホール 平成30年５月
その他施設 平成29年11月

　市民を対象とした調整会議
は、５月２日㈫午後１時 30分
から行います。

古紙含有率70％再生紙を使用しています

 東大和市民会館
 ハミングホール
窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時

☎ 042-590-4414

■
国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

制
度
（
現
金
払
い
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
一
定

期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納

め
る
こ
と
で
、割
引
と
な
る「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料

に
つ
い
て
、
１
年
度
分
（
12

か
月
分
）
を
現
金
で
前
納
す

る
と
「
三
、五
一
〇
円
」
の

割
引
（
１
年
度
分
の
保
険
料

額
一
九
万
七
、八
八
〇
円
が

一
九
万
四
、三
七
〇
円
へ
）。
６

か
月
分
を
現
金
で
前
納
す
る
と

「
八
〇
〇
円
」
の
割
引
（
６
か
月

の
保
険
料
額
九
万
八
、九
四
〇

円
が
九
万
八
、一
四
〇
円
へ
）。

※
１
年
度
分
・
６
か
月
分
前
納

用
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に

発
送
し
ま
し
た
。

※
１
年
度
分
（
12
か
月
分
）・
６

か
月
分
前
納
の
お
支
払
い
期
限

は
、
平
成
29
年
５
月
１
日
で
す
。

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１

年
度
分
（
12
か
月
分
）
や
６
か

月
分
だ
け
で
は
な
く
、
任
意
の

月
分
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
分

を
前
納
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
こ
の
場
合
、
別
に
納
付
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
立

川
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
方
が
退
職
（
失
業
）
す
る

と
、
市
役
所
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
行
い
、
月
額

一
万
六
、四
九
〇
円
（
平
成
29
年

度
の
金
額
）
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、退
職（
失

業
）
し
た
年
度
及
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
の

所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該

当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対
象

と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写

し
を
添
付
し
て
、
市
役
所
保
険

年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
本
人
が
自
著
で
き
な

い
場
合
に
は
、
印
鑑
（
自
動
印

を
除
く
）
が
必
要
で
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５

※
050
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

03
―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

▽
受
付
時
間

◦
月
～
金
曜
日
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
（
月
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で
）

◦
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）：

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
―
523
―
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

こまったときの救急ハウス
　「こまったときの救急ハウス」とは、通学途中等
に防犯上の非常事態等が発生した時に、小・中学生
の保護等を地域の皆さんにお願いするものです。
協力していただける方には、自宅の門や塀などに
子どもたちの目印となるポスターの掲示をお願い
しています。ご理解、ご協力をお願いします。
▷問合せ　青少年課・内線 1742 まで。

広
　
告

　

国
民
年
金

　
　
　

だ
よ
り

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
TEL	042-528-1611（代）へ


